
中部地方整備局職員に対する取り組み。

・施工技術研修会でのＩＣＴ施工現場見学

出張所係長クラスを対象に、地域ごとに行う勉強会

・職員研修での建設ＩＣＴの技術紹介

中部地整が行う研修の際、最近の話題として建設ＩＣＴを紹介
 している。

・中部技術事務所建設ＩＣＴ検討会

中部技術職員と近隣事務所希望者を対象に建設ＩＣＴの最新
 技術や取り組みについて講演、体験を実施している。

技術者育成の取り組みについて



技術者育成の取り組みについて

 
施工技術研修会

 
１／２

現場研修
勉強会等

橋梁下・上部工
地盤改良工etc

＋

建設ＩＣＴ活用

静岡ブロック
（４グループ）

長野ブロック
（２グループ）

愛知 ブロック
（３グループ）

岐阜ブロック
（４グループ）

三重ブロック
（４グループ）

技術研究会
会員

発注担当
事 務 所

（副所長など）

現場技術者
経験者
など

内 部
指導者

外 部
指導者

豊富な経験・
知識の活用

技術エキス

 
パートの活用

・施工技術の取得・向上等が目的



技術者育成の取り組みについて

 
施工技術研修会

 
２／２

・施工技術研修会での取り組みと今後の予定

8月4日
 

23号豊橋東BP道路工事現場見学
 

愛知県内のグループ

モデル工事見学会に合わせて実施、１０名の参加

今後５現場の見学会と２回の研修会が予定されている。

見学会での研修の風景



技術者育成の取り組みについて

 
職員研修での取り組み

・技術職員対象の研修で最近の話題として建設ＩＣＴを紹介している。

研修の風景



技術者育成の取り組みについて

 
中部技術事務所建設ＩＣＴ検討会

６月１６日

 
第１回

 
検討会

・ＩＣＴ概要説明

・３次元設計の取り組み紹介

･路盤工事での取り組み紹介

７月２８日

 
第２回

 
検討会

・3次元データを利活用した施工管理手法

 の体験

・出来形管理用ＴＳ及びネットワ－ク型ＲＴ

 Ｋ-ＧＰＳの体験

９月３日第3回

 
検討会

・ＧＰＳ-レーザスキャナ-カメラを利活用し

 た３Ｄ計測システムの説明

研究会員の皆さん、講師のご協力をお願いします。

中部技術事務所が、現場支援に必要な建設ＩＣＴの理解を深
 め、支援内容を検討していくために「中部技術事務所建設ＩＣＴ
 検討会」を発足した。

 
２ヶ月に１度のペースで開催を予定している。

検討会風景



「中部技術事務所
 

第２回
 

建設ＩＣＴ検討会」取組状況

～ＴＳ・ＧＰＳの実操作と出来形管理の流れを体験～
◆日 時
平成２１年７月２８日（火） 午後

◆場 所
国土交通省 中部技術事務所

◆参加者
中部地整職員 ２５名

・3次元データを利活用した施工管理手法の体験
ＴＳやＧＰＳにて取得された位置を、出来形値（基準高、長さ、幅）等に抽出・変換す
るとともに、設計データとの差分を算出・提供する技術をわかりやすくパワーポイント
と動画で体験。

・出来形管理用ＴＳ及びネットワ－ク型ＲＴＫ-ＧＰＳの体験
法面を模型にて再現し、現場さながらにＴＳやＧＰＳの操作を体験。

参加者からは、概要、操作等が簡単だった。今後の工事等に役に立つ。建設ＩＣＴ検討会
は、今後も続けて欲しいという意見が多数寄せられました。

“法面模型による操作体験”

“施工管理手法の体験” “ネットワ－ク型ＲＴＫ-ＧＰＳの体験”



技術者育成の取り組みについて

 
今後の取り組み

・今後のＰＴで取り組み

モデル工事やモデル業務での経験を基に、必要なカリキュラム、実施時期、実施

 方法についてプロジェクトチームで検討する。

いろいろな立場でどの様な研修を行う事で効果的か検討する。

検討にあたっては、現在のプロジェクトメンバーより広いメンバーで行いたいので

 再度希望を募る。

① 技術者育成ＰＴ
② ３次元設計技術力向上ＰＴ
③ 行政ＩＣＴ向上ＰＴ

国土交通大学校研修風景




技術者育成の取り組みについて

 
今後の取り組み １/3

・今後、ＰＴで取り組んでいきたい事項

① 技術者育成ＰＴ
モデル工事での経験を基に、必要なカリキュラム、実施時期、実施方法を検討す

 る。
各地域での研修会の開催（有料・無料）についての検討を行う。

② ３次元設計技術力向上ＰＴ
モデル業務での経験をふまえ、３Ｄ設計者として必要なスキルを把握する。
設計者ＣＡＤオペレータなど職種別に必要なカリキュラムを検討する。

③ 行政ＩＣＴ向上ＰＴ
研修を受けた職員の意見をふまえ発注者として必要な知識、技術を把握する。
カリキュラムを検討する。
出来形管理の体験研修をメーカーの協力を得て実施する。
研修に必要な設備について検討を行う。例えば、ＩＣＴバックホウや出来形管理用

 ＴＳ、出来形管理システムなどの保有



技術者育成の取り組みについて

 
今後の取り組み
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・それぞれの立場で必要なスキルの整理と研修方法のイメージ

中

中

高

中

中

施工管理

中

高

高

中

中

施工

中

低

中

高

中

設計

中
発注者

低
重機オペ

中
請負者

中設計者

高
測量者

測量

業務内容
立 場



技術者育成の取り組みについて

 
今後の取り組み

 
3/3

座学及び実技により職員及び民間技術者を育成する。

１．目

 
的

①中部技術事務所会議室において、定期的にＩＣＴセミナを開催（無料）
②講師は、職員及び民間講師
③民間講師による機器体験会を企画

２．中部技術事務所建設ＩＣＴ検討会（セミナー）の開催（実施中）

建設ＩＣＴ技術者育成プログラム（案）建設ＩＣＴ技術者育成プログラム（案）

①ＩＣＴバクホウ、ＴＳ、GNSS及び付属機器の配備を検討

②内部講師（中部技術職員）の養成
（建設機械講習、構内訓練、外部研修派遣、３ＤＣＡＤ）

③職員研修の企画
④民間体験受入の企画

３．中部技術事務所建設ＩＣＴ機器体験
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